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「手術室の中はどうなっているの？手術と聞くだけで不安。」そんな手術に関する疑問や不安は
ありませんか？ 今回は、手術室の様子や手術前後の流れについて、中材・手術室島津美佐看護長に
説明していただきます。

手術室の看護スタッフは9名で、外科、整形外科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、胸
部・心臓血管外科、皮膚科の手術を行っています。

病気や手術に対する不安や緊張を和らげるために、手術を受ける患者さんのもとへ術前に訪問し
しおりやパンフレットを用いて、手術室への入室から退室までの様子をご説明しています。また、
患者さんとの関わりを大切に、手術を担当する看護師が病室まで術前・術後訪問にお伺いしていま
す。手術を控えた患者さん・ご家族の皆様は、何かと気がかりなことが多いと思われますが、安心
して手術を受けていただけるよう、医師・看護師全力を挙げて治療・看護にあたっております。

手術室内では音楽が流れています。ご希望の音楽がありましたら、その音楽を流すことができま
す。好きな曲を聴くことで少しでも落ち着いた気持ちになれれば、と思っております。

いつも患者さんの安全を第一に、前向きで活力ある職場づくりをめざし、明るく元気にがんばっ
ています。



○ 新任医師の紹介 ＜整形外科 前田尚男 副医長＞

① 着任 平成22年4月 ②出身地 高知県
③ 卒業年 平成13年
④ 専門など資格 整形外科専門医・日本体育協会スポーツドクター
⑤ 専門 整形外科 一般
⑥ 趣味・特技 特にありません、残念ながら
⑦ 一口コメント 福田先生の後任として、がんばっていますので、
宜しくお願いします。

○ 安芸病院DMAT出動【訓練】！
当院では、DMAT〔ﾃﾞｨｰﾏｯﾄ〕チームが2隊あり、災害時や大規模な事

故に対応できるように適時訓練を行なっております。
3月20日から2日間、四国県内のDMAT隊員を参集した訓練を高松で行

ないました。
1日目の訓練は、大地震と航空機事故を同時に対処するものでした。
訓練当日8時30分に、東南海地震（M8.0）が発生し、広域医療搬送を

行なうために、四国四県のDMAT隊に高松空港へ参集要請がある一方、空
港では航空機の不時着事故が発生し多数傷病者がでる、という悲惨な状況
設定です。

災害やDMAT隊員への派遣依頼がありますと、各隊員の携帯電話メール
に一斉通告があります。〔余談ですが、チリ地震による大津波警報がでた
ときも、DMAT隊員全員にメール通知が来ました。〕その後、病院へ集ま
り、医療資機材の積み込み、隊員装備の装着など出発の準備を整えます。
今回訓練のチーム構成は、医師2名・看護師3名・事務1名の6人です。

〇 空港内ブリーフィング

一方、チームの人員・医療資機材・目的地までの予定到達時刻と
ルートなどをEMIS〔ｲｰﾐｽ〕といわれるインターネットを利用した災
害情報システムに入力していきます。このEMISは携帯電話からでも
一部利用可能で、随時、チームの情報の更新や災害現場の状況を
チェックしながら、車で高松空港まで向かいました。

１３時頃到着し、早速、全隊員でブリーフィングを行ないます。訓
練とはいえ、空港到着まで自分たちが何を行なうのか、詳細状況はど
うなのか聞かされていないので、みな真剣に情報収集を行ないます。

〇 黄色エリア内での活動

安芸病院DMATチームは、航空機事故多数負傷者対応の黄色エリア（中等度傷病者）の担当にな
り、突風や通信混乱などのアクシデントのなか、迅速・的確に患
者の処置・搬送を実施し、かなり上出来な内容でした。

2日目は、香川県消防学校へ向かい、1日目の訓練評価とCSM
〔がれきの下の医療〕訓練を実施しました。倒壊した建物内に取
り残された救助者のもとへ行き、救助者の状態確認、点滴や気道
確保など症状に応じた救急処置をその場で行なうという訓練です。

訓練用トンネル内は非常に狭く、明かりもないため、救助者に
たどり着くのもやっとの状態です。その中をレスキュー隊員とと
もに進入・対処し、無事に訓練を終えることができました。

＊DMAT：災害急性期（48時間以内）に活動できる機動性を持ったトレーニングを受けた医療チーム

〇 安芸病院DMAT隊員


